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研究報告記事
社会へのメッセージ性の高い建築デザイン及びプロダクトデザイン開発プロセスの研究



















②ワークショップ ： 慶応大学SFC 学生による「インタラ
クション ・ ラピッドプロトタイピング」 9月 7 日（金）
1 3:00～ 1 5 : 00/16 ：・00～ 1 8 ・：00
①ソニークリエイティブセンター原宿オフィスツアー：
9月 4 日 （火）
④パイオニアデザイン社によるレクチャー： 9月 8 日 （土）
16 ：・ 00～












2. 1 研究対象授業 大学／東北工業大学／名古屋芸術大学／名古屋市立大学
設計製図3及びプロダクトデザイン実習3
2 . 2 計画日程／内容
平成 1 9年4月 16 日アクシス応募
平成1 9年5月 23 日課題説明会実施
平成 1 9年6月 29 日審査提出物提出 （各コース 1 点）
平成 1 9年8月 30 日～9月 9日アクシスギャラリー展示
平成 1 9年9月 2日ギャラリープレゼンテーション
平成 1 9年 l l 月 l 日デザイン情報誌「AXIS」 1 2月号発行





2.3.2 会期 ： 2007年8月 30 日（木）～9月 9日（日 ）
2.3 . 3 会場 ・ 東京都港区六本木5-1 7- 1 アクシスピル4F
アクシスキ、ヤラリーTEL : 03 5575 8655 
2 . 3 .4 オーフ。ニングレセプション： 8月 30 日（木）
2.3 . 5 ①作品プレゼンテーション： 9月 2 日 （ 日 ） 14. 
00 ~ 16 : 00 、 9月 6 日 （木 1 8: 00 ~ 20 : 30 、 9月 8 日 （土）
14: 00 ~ 16: 00 
お＇MOR ISH ITA Masayuki, OHTA Tarnio, MURAKI Katsuji デザイ ン工学科
／公立はこだて未来大学／武蔵野美術大学／明星大学
計1 6校32点
3 . 2 ポートフォリオ展示：参加校10大学、約 1 60冊
3 . 3 来場者数約2,500名
3.4 来場企業 キャノン、ソニー、東芝、他多数
3.5 パブリシティ日経新聞MJ (8月 l 日 ）／山陽新聞 （9
月 27 日）／六本木新聞（7月 3 1 日）／東京Walker (8 月 28
日）／フレーン i l月号／産デ振メールニュース／六本木
経済新聞 （web ) ／おかやま財界2007/ 1 0/5／週刊Y ia i on
岡山2007/ 1 0/8イ也
3 . 6 アンケート結果
3.6. l 性別 ・ 職業男性： 436 (55 .2% ） 、女性： 328
(4 1.6% ） 、不明： 25 (3.2%) ・デザイナー （インハウ
ス） : 126 ( 1 6.0%） 、デザイナー （フリー） : 49 (6.2%） 、
学生・ 380 ( 48.2% ） 、その他 （教員） : 180 ( 22.8% ） 、
不明： 54 (6.8%) 
3 . 6 . 2 企画内容非常に良い ： 247 ( 3 1 .3% ） 、良い ：
448 (56.8%） 、良くない： 8 ( 1.0%） 、無回答 ： 86 (10.9%) 





































( PRISM SOLE （子供の健康状態が見える靴底 ： 名古屋
芸大） :199 、 ②ORIGAMIBAG （人と人をつなげるプロ
ダクト ： 東京芸大） : 1 39、①細胞椅子（再生増殖も自在
サステイナブルな組立椅子 ： 武蔵野美大） ・： 123、④べら
ん（文字が伝えるヒューマンインタフェース：東北工業
大） : 120 、 ⑤plu s Doorknob+Switch （身近な工夫から地
球温暖化を防ぐ一歩を：明星大） : 117、⑥BOYONIS­
ボヨンとなるイス（使い方は発想次第、固定概念を打ち
破るプロダクト：静岡文芸大）・ 1 13 、 ⑦折り皿 （手で扱
うことの大切さを伝える形：昭和女子大） : 1 12 、 ＠気這
いの通り路（人の気配を伝えるランプ：慶応大） . 97 、
①図書館レンタルパック・本toKids （子供の自主性を伸


















<I行為8点（Rice Style ： 岡山県立大、 BOYONIS ：静岡文
芸大、 3℃／28℃／36℃：昭和女子大、 ORIGAMIBAG ： 東
京芸大、 刊ORWEAR ：東京芸大、携行するお茶セ ット ：
武蔵美、細胞椅子：武蔵美、気這の通り路：慶応大） 、
②情報 ・ コミュ二ケーション：7点（Route Designer：金沢
美大、 KYUKYU：女子美、ユビキタスサー ビス登竜門 ：
千葉大、 d民overy box：千葉大、べらん ：東北工大、 Ouppoh:
東北工大、 intet ：武蔵野美大） ③エコロジー :4点 （新しい
イエ ：岡山 県立大、折り 皿：昭和女子大、 pI us 
Doorknob+Switch ：明星大、 Origam i Kasatate：明星大）④
少子化.3点 （ piatto ：金沢美大、図書館レンタルパック．
名占屋芸大、 PRISM SOLE ： 名古屋芸大）①時間・2点













寸土会へのメッセージ性の高い建築デザイン及びプロダクトデザイン開発プロセスの研究 森下~行 。 太田民放 ・村木克爾
70 
方向性があることが判明した。 デザイン課題の方向性と
しては、 1 ） デザイン対象として、 「モノ 」 から「コト」
へ 2）デザイン目的として、 「日常」から「非日常（社




















圃プロダクトデザインコ←ス 3 年 藤川裕子
［作品タイトル］
栽楽












への関心も高くなってきた。 今回は、 「米作り j という
プロセスを具体的に体験・体感するプロダクトを通じて、
安全性や信頼のある食環境を考えることを目指した。
［担当教員］村木克爾准教授
［テーマに対するポイント ］
このプロダクトは、精米という行為を体験させるもの。
使うたびに米の生産プロセス全体を想起させ、食をとり
まく環境や安全について考えるきっかけとなることを目
指した。
．建築デザインコース 3 年小山沙也加
［作品タイトル］
新しいイエ：植物が寄生する家から生まれる新しい生活
のカタチ。
［コンセプト］
近年、都市環境の悪化（ヒートアイランド、大気汚染
等）が問題となっている。 街は、高層ビルが立ち並び、
地面は、アスフアルトで固められている。 その一方で減
少する自然や緑。 この崩れかけたハランスを釣り合わせ
るために、現在の「建物の増加→緑の減少」という働き
に対し、まったく反する働き「緑の増加→建物の減少J
を作用させるとどうなっていくのだろうか。 建物が緑で
覆われたときに始まる人々の生活の形「新しいイエ」を
提案する 。
この新しい家は、屋上庭園や壁面緑化に見られる よう
な緑が整備され制限された形ではない。 緑が近代のシス
テムを飲み込んで、いき、建物に寄生する 。 自然と人間と
の共生。意外に楽しいのではないだろうか。
［担当教員］太田民雄教授
［テーマに買すするポイント］
人間中心の生活スタイルを建物にあてはめるのではなく、
建物の概念を変えることで新しい生活のカタチをつくり
だす。 建物が自然に溶け込めば、そこに住む人間も自然
と共生できるだろう 。
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